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はじめに 

燃料電池自動車（以下ＦＣＥＶ）と電気
自動車（以下ＢＥＶ）は、共に走行中に 
ＣＯ２を排出しないゼロエミッション車と
して、今後の普及拡大が大いに期待されて
いる。ＢＥＶは燃料代の安いクルマとして、
市場に認知され浸透し始めており、ＦＣＥ
Ｖは正に市場導入が開始された段階で、本
格普及のためには、更なるコスト低減が必
要とされている。予稿では、特にＦＣＥＶ
のコスト低減の取り組みについて紹介する。 

. 
ＦＣＥＶのコスト低減の取り組み 

 
ＦＣＥＶに用いる燃料電池スタックの、

将来量産時のコスト構造の推定を図 1 に示
す１。触媒として用いる白金（以下Ｐｔ）や
セパレータ（Bipolar Plates）のコストが全体
の約７０％を占めており、その低減が重要
であることが分かる。   

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特にＰｔ使用量使用量削減のためには、

燃料電池スタックの出力密度向上が有効で
あり、そのためには、①触媒の活性向上、
と、②物質輸送の低減、が特に重要である
（図 2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
物質輸送低減の研究は、ナノＸ線ＣＴな

どの可視化技術により、マイクロポーラス
層付きガス拡散層（以下ＧＤＬ）、及び触媒
層などに存在する液水の量や分布を解析し、
液水量を低減できる材料や構造を検討する
ことが有効である２、３。図 3 に材料による
触媒活性向上の一例を示す。初期の触媒比
活性の向上は、Ｐｔに対し約８倍と大きい
ものの４、耐久後の活性は低下する傾向が示
されており、耐久性と活性向上の両立に残
課題がある。また、触媒活性の測定を自動
車の運転条件を模擬した実用条件で行う必
要があることが判ってきている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

まとめ 
 

(1) ＦＣＥＶの普及拡大には、耐久性を確保し
ながらのコスト低減技術が、主要な残課題
である。 
 

(2) コスト低減には、触媒の更なる活性向上と、
触媒層やＧＤＬ等における物質輸送抵抗の
低減による高出力密度化が有効である。 
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Fig. 3  ORR kinetics improvement4 
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